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 the	
 Sun!

藤原清登	
 [Double	
 Bass]

高松市出身。音楽家の両親のもとロック大好きサッカー少年として過ごす。
１６歳でベースを始め東京芸術大学教授、故今村清一氏に師事。１９７４年
渡米。バークリー音楽院を経てジュリアード音楽院大学院卒業。
２１歳でホレス・シルバークインテットにて米国デビュー後、NYを拠点に活
躍。同年に米レーベルMuse,及びStrata Eastにクリフォードジョーダン、シャ
ミークファラのアルバムでレコーディングデビュー。
境界のないジャンルで国際的に活躍する本格派として内外の音楽祭
に多数参加。1987年自己のグループMG4結成以来、十数枚のアルバムを発表。
2000年スイングジャーナル誌ではベース部門で1位に選ばれ『モダンベースの
王者』と呼ばれ親しまれている。近年、日本でのCDリリース、コンサート活
動も目覚しく、	
 2013年には自己レーベルGARUGANTUAを創設。また洗足学園音
楽大学にて後進の指導にもあたっている。
http://kiyotofujiwara.com/

冨川政嗣	
 [Drums]

香川県生まれ。20歳でドラムを始め1989年渡米、New York のDrummers 
Collectiveに入学、４年間学んだ後同校の講師に就任。2002年の帰国までの
間New Yorkを中心に数多くのLive, Concert, Clinic, Recordingに参加。帰
国後は東京を中心にJazz,HipHop,Latin.Brazilianと幅広い音楽活動を行う。
また東京スクールオブオブミュージック、Canopus Drumsにおいて教鞭を
とり後進の育成にも力を注いでいる。Canopus Drums Endorser.　
http//:www.masashitomikawa.com

今村真一朗 [Piano]

3歳よりピアノを弾き始め、高校よりジャズを独学で学ぶ。2008年度横浜ジャ
ズコンペティション（広瀬太郎トリオグラフティ）でベストプレイヤー賞・
グランプリ・横浜市民賞の三冠を獲得。
現在、都内を中心に向井滋春(Tb)カルテットや、藤原清登(Bs)トリオ等で活動
中。また、大坂昌彦、川嶋哲郎、小山太郎、片岡雄三、市原ひかり、寺久保
エレナ、中島あきは、など・・さまざまな一流ミュージシャンと意欲的に共
演を重ねている。ファンキーでスイングするピアノ、リリカルな音色が特色
のピアニスト。
http://profile.ameba.jp/realjazz/


